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(Loss of heterozygosity; LOH) を示し，第3染色体短腕の高頻度の欠失が確認された。又，この30症例のうち 12例
(32%) がヘテロ接合性を示した全てのマーカーで LOH を示し， 18例 (47%) がヘテロ接合性を示したマーカーの一
部で LOH を示した。これら部分的な染色体の欠失を示した症例より 3p2 1. 3及び3p12-14の2領域が共通欠失領域とし
て同定され，少なくとも2つの癌抑制遺伝子が第3染色体短腕上に存在することが示唆された。遺伝的連鎖解析により
3 P 25-26にマップされている von Hippel-Lindau 病 (VHL) は高頻度に腎細胞癌を併発することから，その原因遺




















本論文より， 1) 腎細胞癌において3p21.3 と 3p13-p14.3の2箇所に共通欠失領域が存在すること， 2) 遺伝性腎細胞
癌家系における (3 ; 8) 染色体相互転座の第3染色体上の転座点が非遺伝性腎細胞癌における近位の共通欠失領域内
に存在すること，等が明かにされ，第3染色体上に少なくとも2つの癌抑制遺伝子が存在し，更に (3 ; 8) 相互転座の
第3染色体上の転座点に一つの癌抑制遺伝子が存在することが強く示唆された。
本論文より得られた上記知見は，腎細胞癌の発生に深く関与する未知の癌抑制遺伝子を単離するうえで重要なもの
であり，博士論文としてふさわしいものであると考える。
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